
第４学年 音楽科学習指導案 

日 時 平成２７年１０月２９日（木）公開授業Ⅰ 

児 童 ４年４組 男子１６名 女子１９名 計３５名 

指導者 黒瀨 恵子 

１ 題材名 せんりつの重なりを感じ取ろう  教材「パレードホッホー」「ファランドール」「雨の公園」「もみじ」     

２ 題材について 

（１）題材について 

     本題材は学習指導要領のＡ表現（１）歌唱イ，ウ，エ，（２）器楽ア，イ，エ，Ｂ鑑賞ア，イ，ウ，共通事項 

（１）ア（ア）（イ）との関連を図り，指導を行っていくものである。特にも，「互いの歌声や副次的な旋律，伴奏を

聴いて，声を合わせて歌うこと」「曲想にふさわしい表現を工夫し，思いや意図をもって演奏すること」「音楽を形

づくっている要素のかかわり合いを感じ取り，楽曲の構造に気を付けて聴くこと」共通事項の中の「旋律」「音の重

なり」を重点化して指導していきたい。 

本題材では，歌声や楽器の音を聴き合いながら，声や音を合わせて演奏する能力をさらに伸ばすとともに，旋律

が重なり合う響きを味わうことができるようにする。また，表現と鑑賞を関連させて取り上げることで，旋律の反

復や重なりが生み出す曲想を味わい，それを生かして楽曲の構造に気を付けて，音楽を聴くことができるようにし

ていく。 

この題材は，５・６年生の「いろいろな音のひびきを味わおう」「和音の美しさを味わおう」の学習につながるも

のである。 

（２）児童について 

児童は，「子どもの世界」で対照的な２つの旋律を重ねる楽しさを体験した。「歌劇『魔笛』から『パパゲーノと 

パパゲーナの二重唱』」では旋律の掛け合いや重なりを聴き取り，響きのおもしろさを感じ取りながら，情景を想像

することができた。「陽気な船長」では旋律の違いに気付き，それぞれの旋律の特徴を生かした表現の工夫をするな

ど，重なり合う音を聴き合いながら，リコーダーで二重奏をすることができた。 

     音楽の学習に意欲的な児童が多い反面，リコーダーの運指や読譜に課題があり，苦手意識をもつ児童もいる。ま

た，熱心に表現するが，歌声や音を聴き合ったり，感じ取ったことを音楽の諸要素と関連付けて言葉で表現したり

することは難しい。 

（３）指導にあたって 

２つの対照的な旋律の特徴を，歌や身体表現等で感じ取ったり聴き取ったりしながら，旋律を重ねた時の楽しさ

や面白さを実感させたい。また，旋律の反復や重なりを言葉で表現させることで，楽曲のもつよさに気付かせたい。

さらに，リコーダーの新しい奏法であるサミングの演奏の仕方を身に付け，輪奏によって音の重なり合いや響き合

いを感じ取らせていきたい。「見通す」活動として，既習事項と結び付けたり，イメージをふくらませたりすること

をしっかりと意識させたい。また，「振り返る」活動としては，ペアや全体で交流することにより，友達の表現のよ

さや工夫に気付かせることで，自分の演奏に生かすことができるようになると考える。 

３ 題材の目標 

 ○ 旋律の特徴や重なりに興味・関心をもち，進んで表現したり鑑賞したりしようとしている。 

【音楽への関心・意欲・態度】 

 ○ 旋律の特徴を生かし，旋律が重なり合う響きを感じ取りながら，互いの旋律が生きるように歌い方や演奏の仕方を工 

夫し，思いや意図をもっている。                             【音楽表現の創意工夫】 

 ○ 旋律の重なり合いを感じ取りながら，互いの歌声を聴いて声を合わせて歌ったり，息のつかい方や音色に気を付けて

リコーダーを演奏したりしている。                              【音楽表現の技能】 

 ○ 旋律の特徴や反復，重なりによる曲想と変化を感じ取り，楽曲の特徴や演奏のよさに気付いて聴いている。 

【鑑賞の能力】 

４ 指導計画（ せんりつの重なりを感じ取ろう：８時間扱い 本時 ６／８） 

 次 時間 学 習 活 動 

一 ４ ２つの旋律の特徴や重なり，掛け合いを感じ取りながら，歌ったり聴いたりする。 

二 ２ サミングの演奏の仕方を知り，音の重なりを感じ取りながら，リコーダーで「雨の公園」を 

輪奏する。                               （本時第２時） 

三 ２ 曲想にふさわしくなるように表現を工夫し，二部合唱をする。 

 
５ 本時の指導について 

（１） 目標   

音の重なりを感じながら「雨の公園」を輪奏し，曲想にふさわしい表現を工夫することができる。 



（２） 評価規準 

観点 Ｂ おおむね満足できる Ｂに到達させるための手だて 

音楽表現の創意工夫 

旋律や音の重なりを聴き取

り，リコーダーで輪奏するよさ

や面白さを感じ取りながら，曲

想にふさわしい表現を工夫して

いる。 

旋律の動きにふさわしい息の強さやタンギ

ングを工夫させるようにする。その際，開け

る裏穴の大きさと息の強さを確認させ，サミ

ングができるようにする。また，音の重なり

方に注目させ，輪奏するよさや面白さに気付

かせるようにする。 

（３） 指導の構想   

展開時に，演奏の工夫について交流し合い，自分達の演奏との違いに気付いたり，友達の演奏のよさに気付いた

りすることで，音色や旋律に合う表現，音の重なりについてより深く考えさせたい。終末時に，友達の演奏から気

付いたことや感じたこと，学習をして分かったことなどについて文章で書かせることで，自己の学びを自覚させる。 

（４） 展開 

段

階 
学習活動 

 
形態 

○教師の働きかけと指導上の留意点   

●評価の観点(方法)☆見通す・振り返る活動 

導

入 

 

７

分 

１ 前時の学習を想起する。 

・「雨の公園」をリコーダーで演奏

する。 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

全 

 

   

 

全 

○ リコーダーを演奏する時の基本姿勢やサミングの演奏の仕方を

確認する。 

 

☆「雨の公園」の輪奏を聴かせることで，イメージをもたせるとと

もに，斉奏との違いを考えさせるようにする。 

 

 

展

開 

 

30 

分 

 

 

３ 曲の感じに合うように演奏の工 

夫を考える。 

 ・雨の日の公園の様子をペア（ま

たは３人）で話し合い，曲の感

じを決める。 

 ・演奏の工夫を考え，ワークシー

トを作成する。 

 ・リコーダーで演奏しながら工夫

が効果的かを確かめる。 

 

４ 演奏の工夫について交流し合う 

 ・ペア（または３人）の工夫を演

奏と言葉で伝え合う。 

 ・演奏を聴き合い，お互いの演奏

の工夫について考える。 

・演奏を聴いて気付いたことやよ 

かったこと等，感想を伝え合う。 

 

 

 

 

５ 友達の演奏を聴き合う。 

・友達の演奏を聴き，全体で話し

合う。 

ペア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班 

 

 

 

 

 

全 

○ 重なり方を意識させて活動させる。 

○ 工夫したことが曲の感じに合うのかどうかをリコーダーで演奏

し，確かめながら活動させる。 

○ ペア（または３人）ごとに，曲の感じに合うように工夫したこ

とについて記述させる。 

●【音楽表現の創意工夫】 

 リコーダーの音色や旋律，音の重なりを聴き取り，曲想にふさわ 

しい表現を工夫している。（ 演奏の聴取・ワークシートの記述 ） 

 

 

☆ 友達と自分達の演奏の工夫を聴き比べ，お互いの演奏のよさに

気付かせる。 

○ 自分達が工夫したことを伝えさせるとともに，友達の演奏の工

夫のよさについても考えさせるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 友達の工夫を全体で確かめ合うことにより，音色や旋律に合う

表現について共有することができるようにさせたい。 

終

末 

 

８ 

分     

６ 本時を振り返る。 

 ・分かったことや感じたことにつ

いて文章で振り返る。 

 ・振り返ったことについて発表す

る。 

 

個 

全 

☆ 友達の演奏から気付いたことや感じたこと，学習をして分かっ

たことなどについて記述させるようにする。 

 

 

 

 

「雨の公園」の曲の感じを生かすように工夫し，音を重ねて演奏しよう。 

 私たちは１小節ずらして輪奏をしました。音の重なりに気

を付け，音をのばしてさびしい感じが出るように工夫しまし

た。 

 同じ曲なのに，自分達と音の重なり方が違って面白いと思

いました。音をのばすとさびしい感じがよく表れていました。 

輪奏をすると，音が重なるので，さびしい感じが強くなりました。 

 


